東京都災害医療図上訓練
第１～３回で、議論されてきたポイント
1 災害医療コーディネーター間の連携（情報共有）
　　　ロジスティクスが非常に重要。
マニュアル・アクションカード・フォーマットが必要。
　　　習熟していなければ混乱する。
　　　現場の個々が「全体情報」を知ることが重要。その方策は？ 
　　　（中枢から末端への積極的な情報提供+通信インフラの改良）
　　　ただし、そもそもの役割分担（区COは病院調整をするべき？）で意見が二分。
②重症傷病者の搬送先選定
　　　災害拠点病院などへの連絡は医療圏CO？区市CO？（要検討）。
　　　など、さまざまなルール決めが必要。
③通信インフラの構築
　　　行政防災無線（電話・FAX）だけでは厳しい。
　　　データ通信（EMISの強化 or その他）が必要。
　　　実機を用いた訓練でFAX通信の困難さがさらに明確になった。
④災害医療コーディネーターを支える組織体の陣容
　　　ロジスティクスの役割分担や配置の重要性が明らかになった。
